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アドビ、あらゆるクリエイティブプロジェクトのコンテンツワー

クフローとコラボレーションを加速させる

次世代の Frame.io を発表 

 Frame.io V4（Beta 版）では、コンテンツ制作全体のプロセスにわたってチーム間での複雑化し

たコラボレーション作業をより簡素化し、さらにより複雑なワークフロー、より豊富で表現力豊

かなフィードバック、そしてより緊密なレビュープロセスを可能に

 Frame.io V4（Beta 版）では映像制作のワークフローに対応するだけでなく、キャスティング、

ロケーションハンティング、映像レビューなどのポストプロダクションワークフローをもサポー

トし、さらに画像、デザイン、PDF ファイルなどのクリエイティブコンテンツでのワークフロー

にも対応 

 Frame.io V4（Beta 版）では Adobe Photoshop および Adobe Workfront との統合により、企業

のコンテンツサプライチェーン全体のコラボレーションがさらに合理化されます。Adobe

GenStudio の一部として、Frame.io は、Adobe Express および Adobe Firefly Services と組み合わ

せることで、大規模なコンテンツ制作が可能に

※当資料は、2024 年 4 月 9 日（米国時間）に米国本社から発表されたプレスリリースの抄訳版で

す。 

【2024 年 4 月 10 日】 

アドビ（Nasdaq: ADBE）（本社：米国カリフォルニア州サンノゼ、以下アドビ）は本日、Frame.io

V4（Beta 版）を発表しました。Frame.io V4（Beta 版）は、柔軟で迅速かつ直感的なクリエイティブ

https://news.adobe.com/news/news-details/2024/Adobe-Introduces-Next-Generation-of-Frame.io-to-Accelerate-Content-Workflow-and-Collaboration-for-Every-Creative-Project/default.aspx
http://frame.io/v4?utm_medium=adobeblog&utm_campaign=v4&utm_source=announcement
http://frame.io/v4?utm_medium=adobeblog&utm_campaign=v4&utm_source=announcement


   

 

 

コラボレーションプラットフォームであり、コンテンツ制作におけるワークフローを効率化及び簡易

化することが可能です。チームや組織が動画コンテンツに対する需要の加速に応えようと競い合う

中、制作のあらゆる段階にいるクリエイターやステークホルダーは、分断されたツールやシステムに

よってスピードが遅れています。Frame.io V4（Beta 版）は、フィードバックを一元化し、修正作業

の回数を減らし、メディアアセットの共有を迅速化することで、パーソナライズされたコンテンツを

共有するクリエイティブチームの複雑なニーズを満たすように設計されています。 NAB Show 2024

に先立ち発表された次世代の Frame.io は、Frame.io 無料版および Pro 版のユーザー向けにベータ版

として本日から提供を開始します。チーム版およびエンタープライズ版のユーザー向けの提供開始は

今年中を予定しています。 

 

Frame.io V4（Beta版）は、ダイナミックなメタデータフレームワークとCollectionsと呼ばれるス

マートフォルダシステムをベースにした、まったく新しいワークフローの管理機能を搭載し、映像

だけなくあらゆるクリエイティブワークフローを容易にするのに十分なカスタマイズ性、パワフル

さ、柔軟性を備えたクラウドベースのプラットフォームです。Frame.io V4（Beta版）では、ファ

イル転送、メディアアセットのレビューと承認、共有、プレゼンテーション機能を刷新し、最も要

求の厳しいクリエイティブプロジェクトのためのより強力で直感的なプラットフォームをユーザー



   

 

 

に提供します。 

 

Frame.io の共同創設者であり、アドビのクリエイティブ プロダクト グループ担当バイス プレジデ

ントであるエメリー ウェルズ（Emery Wells）は、次のように述べています。「ビデオや画像から、

デザインや文書に至るまであらゆるコンテンツタイプの需要が急速に伸び続けている中で、Frame.io

のコミュニティが求める要求も進化してきました。企業やブランド、個人に至るまでの誰もが、どん

なクリエイティブプロジェクトであっても、チームや関係者が協力してアイデアを出し合い、コラボ

レーションし制作する、もの作りのプロセスを合理化することができる統合プラットフォームを求め

ています。Frame.io V4（Beta 版）は、明確で一元化されたフィードバック、修正の減少、メディア

アセットの迅速な共有を実現する全く新しい機能により、すべてのクリエイターと制作チームにとっ

てゲームチェンジャーであり、最高の作品を提供するためにより集中できるスペースを提供しま

す。」 

新しい Frame.io で コンテンツ制作の全体のプロセスにおけるチーム間での複雑なコラボレーショ

ン作業をより簡素化 

現在、成人は平均して1日の半分以上をメディア消費に費やしています。かつてないほど多くのコ

ンテンツが制作されている一方で、動画制作のあらゆる段階に関与するクリエイターは、いまだに

分断されたプロセスで作業しています。その結果、クリエイターやステークホルダーは、制作の遅

れ、芸術面での不整合、コストの増加、納期の遅れに悩まされることがよくあります。 

Frame.io V4（Beta版）の新しいデザインとパフォーマンスは、ビデオコンテンツ制作ライフサイ

クルのあらゆるステップをサポートします。ワークフロー管理からクリエイティブのレビュー、承

認、共有、プレゼンテーションまで、より幅広いクリエイティブプロフェッショナルと部門を超え

たチームをサポートし、効率的なエンドツーエンドのビデオプロジェクトオーケストレーションを

提供します。新機能により、最も要求の厳しいクリエイティブプロジェクトでも、より強力で直感

的なプラットフォームをユーザーに提供し、より多彩なフィードバックと、より緊密なレビュープ

ロセスを実現します。 

 

• ワークフロー管理： Frame.io V4（Beta版）は、全く新しいメタデータフレームワークを

https://www.emarketer.com/content/us-time-spent-with-media-forecast-2023


   

 

 

提供し、ユーザーのアセットとの関わり方を変革します。厳密なフォルダ構造だけに依存

するのではなく、ユーザーはチームの作業方法に基づいてメディアにタグを付け、整理

し、表示できるようになりました。また、Frame.io V4（Beta版）では、メタデータを使用

して動的にメディアを選択、フィルタリング、グループ化、並べ替えのできる、柔軟でリ

アルタイムかつ保存可能なアセット表示画面「Collections」を導入しています。さらに、今

年後半には、Frame.io とWorkfront がネイティブに統合され、部門横断的なチーム間のコ

ラボレーションを効率化する新しい統合レビューおよび承認ワークフローが実現します。 

• クリエイティブレビューと承認： Frame.io V4（Beta 版）では、統合され、再設計されたプ

レーヤーアーキテクチャにより、複数のファイルタイプで共通したコントロールが表示され、

没入感のある美しいメディア表示体験を提供します。ユーザーは、数十個以上の新機能ととも

に全面的に刷新されたコメントシステムを含む、より多くの、より良いフィードバック共有方

法を体験できます。 

• 共有とプレゼンテーション： Frame.io V4（Beta 版）では、共有とプレゼンテーションのワ

ークフローを統合し、ブラウズ、プレビュー、カスタマイズが、すべて同じ画面からスムーズ

に行えるようになります。 

映像だけでなく、クリエイティブ全体のワークフローにも対応 

Frame.io V4（Beta 版）は、映像だけでなく、写真やイメージングのためのより強力なワークフロー

向けにもクリエイティブサポートを拡大しています。Frame.io V4（Beta 版）は、あらゆるクリエイ

ティブワークフローの要求を満たすのに十分なカスタマイズ性、パワフルさ、柔軟性を備えており、

基盤となるアセットの種類に関係なく、コンテンツ開発のライフサイクル全体にわたるクリエイティ

ブを対象にサービスを提供します。 

 

• キャスティングとオーディション： 役柄ごとにオーディション素材をまとめ、選考ステータ

スによってフィルタリングし、エージェンシー、エージェントの提供内容、そして空きスケジ

ュールなどのメタデータを表示します。ユーザーは、特定のチームメンバーにタスクを割り当

て、レビュー、注釈、スター評価を行うことができます。 

• ロケーションハンティング： 候補地の比較、報告書の整理、最適な撮影環境のためのロジス

ティック手配を行い、ロケーションハンティングの管理ができます。 

https://business.adobe.com/blog/the-latest/workfront-and-frame-io-integration-powers-unified-content-review-and-approval


   

 

 

• デイリーフッテージレビュー： 毎日更新されるビデオアセットを管理し、タレントやスタジ

オで役割に応じて関連する素材だけを見ることができるようにします。タレントは、毎日更新

される自分のテイクだけを集めたコレクションを受け取り、承認者はスタジオで、撮影日、シ

ーン、採用テイクごとに編成された、動的に更新されるコレクションにアクセスします。 

• マーケティングキャンペーン管理： マーケティングキャンペーン内のすべてのクリエイティ

ブアセットと承認プロセスを管理します。スペックやメディア費用などのメタデータを表示し

ながら、配信チャネル別、アセットタイプ別にグループ化を可能にします。 

新しい Frame.io の統合によりコンテンツサプライチェーン全体でコラボレーションが可能に 

Frame.io は、アドビ製品ポートフォリオ全体で引き続きネイティブに統合されます。 

 Creative Cloud：現在、Frame.io は Adobe Premiere Pro および Adobe After Effects と統合され

ており（*注）、5 月から Adobe Creative Cloud エンタープライズ版 Adobe Photoshop のユーザ

ー向けに提供され、今年後半にはさらに多くの Adobe Creative Cloud ツールと顧客セグメントが

サポートされる予定です。 

 Workfront：今年後半に予定されている Frame.io と Workfront の統合により、ブランドがコンテ

ンツサプライチェーンを自動化および最適化するために重要な機能である、部門横断的なチーム

間のコラボレーションを合理化できる新しい統合レビューおよび承認ワークフローが可能になり

ます。 

 GenStudio：Adobe Experience Cloud と Adobe Creative Cloud にネイティブに統合することによ

り、マーケターがブランドに合ったコンテンツを迅速に計画、作成、管理、配信、測定するため

の生成 AI ファースト製品である Adobe GenStudio の一部として、Frame.io は、Adobe Express

や Adobe Firefly Services などの他のアドビアプリケーションとともに、大規模なコンテンツ制作

の自動化を支援します。 

 

400 万人以上のユーザーが Frame.io をビデオのレビューと承認のための最高のプラットフォームと

して採用しており、映像編集者と主要なプロジェクト関係者にクラウドファーストなワークフローを

提供し、シームレスなコラボレーションによって制作プロセスを円滑化しています。また、大手広告

代理店、メディアおよびエンターテインメント企業、グローバルブランドは、ビデオ制作ワークフロ

ーで Frame.io を採用しています。Frame.io は、『エブリシング・エブリウェア・オール・アット・

https://helpx.adobe.com/jp/x-productkb/multi/collaborate-frameio-premiere-pro.html
https://business.adobe.com/blog/the-latest/workfront-and-frame-io-integration-powers-unified-content-review-and-approval
https://business.adobe.com/jp/products/genstudio.html?gclid=Cj0KCQjwq86wBhDiARIsAJhuphmHQxQvg-APz6-s3JzW3AC1_Jrg-Nu06rjwkJl65q1706_MSy3rLJYaAjt2EALw_wcB&s_iid=7015Y000003t3H0QAI&s_cid=7015Y000003t59DQAQ&sdid=X6FJHL16&mv=search&ef_id=Cj0KCQjwq86wBhDiARIsAJhuphmHQxQvg-APz6-s3JzW3AC1_Jrg-Nu06rjwkJl65q1706_MSy3rLJYaAjt2EALw_wcB:G:s&s_kwcid=AL!3085!3!694799490151!e!!g!!adobe%20genstudio!21134119325!163310626067&gad_source=1
https://www.adobe.com/jp/express/
https://www.adobe.com/jp/express/
https://developer.adobe.com/firefly-services/
https://blog.frame.io/2022/04/13/art-of-the-cut-everything-everywhere-all-at-once/


   

 

 

ワンス』（英語）などのアカデミー賞受賞作品、FX のエミー賞受賞シリーズ『一流シェフのファミリ

ーレストラン』などの画期的なテレビ番組、ウィル・アイ・アムなどの業界アイコンのミュージック

ビデオの制作に使用されています。 

Frame.io V4（Beta 版）に関する詳細は、Frame.io ブログをご覧ください。 

Frame.io の V4 は、無料版と Pro 版のユーザー向けに本日からベータ版が開始され、web 版、iPhone

版、iPad 版が 2024 年内中に段階的にリリースされる予定です。また、チーム版およびエンタープラ

イズ版ユーザー向けについては今年中に提供開始を予定しています。 

（*注）Frame.io V4(Beta版）とAdobe Premiere ProおよびAdobe After Effectsとの統合は現段階では非対応 

 

 

■「アドビ」について  

アドビはデジタル体験を通じて世界に変革をもたらします。 

アドビに関する詳細な情報は、web サイト（https://www.adobe.com/jp/about-adobe.html）をご覧く

ださい。 
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https://blog.frame.io/2022/04/13/art-of-the-cut-everything-everywhere-all-at-once/
https://www.youtube.com/watch?v=TC8qzhPy7Ws
https://www.youtube.com/watch?v=TC8qzhPy7Ws
https://blog.frame.io/2024/04/09/frame-io-version-4-beta-is-here/?utm_medium=press&utm_campaign=v4&utm_source=announcement
https://www.adobe.com/jp/about-adobe.html



